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須賀川市立第二小学校だより 

      
 

「兎追ひし かの山 小鮒（こぶな）釣りし かの川 夢は今も めぐりて 忘れがたき 故郷

（ふるさと）」これは、童謡「ふるさと」の１番の歌詞です。 

 以前、保護者の皆さんに「皆さんにとって『ふるさととは？』と聞かれて思い出すことは何です

か」と聞いたことがあります。「あの季節に、あの友達と一緒に、あの場所へ行って、○○○をして

遊んだことを思い出します」といったように、多くの方は、幼少期にふるさとの自然の中で仲間と

遊んだことを話してくれました。子どものころの「体験（遊び）」は、一生の思い出となり心の支え

となっているようです。 

 しかし、ここ十数年で、子どもの１日の過ごし方が大きく変わってきました。なかでも大きく変

わったのが「体を動かさない」「人と触れあわない」「話さない」子どもが増えてきたということで

す。最近はテレビやゲームなど、屋内で遊べるものが充実しているので、家の中にいる時間が格段

に増えきているのです。 

その結果、友だちと一緒に外で遊ぶことが少なくなり、成長に必要なさまざまな経験が昔に比べ

て不足しているということです。 

独立行政法人国立青少年教育振興機構「青少年の体験活動等と自立に関する実態調査」報告書 

平成２１年度調査からも以下のような結果があります。（一部引用）。 

これらのデータがいったい何を表しているか分かるでしょうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

たった１０年で自然と子どもの距離がどんどん離れている現実がデータの中から見えてきます。 

自然の中での小さな冒険や挑戦は、子どもたちの心身に貴重な経験として積み重ねられていきま

す。現に私も小さいころ友達と早朝からカブトムシをとりに行ったり、川や池で魚釣りをしたりし

て一日中遊んでばかりいました。 

このような自然の中での様々な体験こそ、子どもたちの脳に刺激を与え、様々な知識を増やし、

生きていくために大切な感情や想像力を磨いていくのです。 

さて、子どもたちにとっての夏休みの生活は、家庭や地域が舞台となります。そこは、学校では

体験できないさらにたくましく成長するための豊かな体験の機会と場の宝庫なのです。 

日ごろ、子どもとの時間がなかなかとれないというご家庭でも、夏休みは一緒に過ごす時間も増

えることでしょう。子どもとともに様々な「体験（遊び）」をし、童謡「ふるさと」の歌詞のように

多くの思い出を作ってほしいと願っています。 

※  

 

 

すこやか北星 

自然体験 

 ○ チョウやトンボ、バッタなどの昆虫をつかまえたこと 「ほとんどない」 

   平成１０年・・・・・１９パーセント    

   平成２１年・・・・・４１パーセント 

○ 海や川で泳いだこと  「ほとんどない」 

   平成１０年・・・・・１０パーセント 

   平成２１年・・・・・３０パーセント 

 ○ 大きな木に登ったこと 「ほとんどない」 

   平成１０年・・・・・４３パーセント 

   平成２１年・・・・・５２パーセント 

  



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

児童への読み聞かせや本の修繕がお仕事です。 

興味のある方は、まず見学・体験にいらっしゃいませんか？ 

【活動内容】  

・読み聞かせ 年に数回、水曜日の午前中１５分ほど１年生から４年生の学級にて行います。 

・修繕    毎週水曜日、１０時から１１時半まで都合の良い日に参加し、修繕しています。 

        連絡先：須二小 図書館担当 野崎三恵子  ☎ ７５－３３５６ 

 
      ご協力に感謝いたします。 
  

８日（金）に「Ｍ９の激震が発生し、児童だけで下校させるのは危険である。」との想定で、

児童の引き渡し訓練を行いました。 

どのご家庭も係の指示をご理解いただき、スムーズに引き渡すことができました。保護者の皆

様、ご協力ありがとうございました。 

 今後も大地震ばかりでなく、大雨や台風、雷など自然災害からの引き渡しも現実的に予想されま

すので、危機意識を高めて、万が一に対応していきたいと考えています。よろしくお願いします 

 
 

７月２７日（水）に牡丹台プールにおいて「須賀川市小学校水泳

交歓会」が行われます。 

１日（金）に特設水泳クラブのオリエンテーションが行われまし

た。男子２０名、女子１１名です。プールがないために６日間の牡

丹台プールでの練習になります。選手の健闘を期待しています。 
 

  

 ９日（土）に本校で教養講座を開催しました。講座は「サッカー」「バ

ルーンアート」「手作り料理」でした。楽しく活動できました。 

         ６年２組  松井 遥登 
 
 ぼくは、去年２５メートル平泳ぎで出場し、０．２秒差で入賞できずにとてもくやしい思いをし

ました。今年は最後の水泳大会なので、１位を目標に練習をがんばります。 

 部長として、みんなで楽しく活動できるように声をかけ、一人一人が自己ベストを出せるように

サポートしたいです。大会では応援よろしくお願いします。 
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